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氏
は
前
長
野
県
理
事
長
。
全
社

連
で
は
副
会
長
を
務
め
た
経
歴

を
も
つ
。
長
野
県
理
事
長
は
森

田
義
一
氏
が
務
め
て
い
る
。

特
別
評
議
員
を

務
め
た
経
歴
が

あ
る
。

　

一
方
、
近
藤

は
青
森
県
の
前
副
理
事
長
で
、

八
戸
市
で
飲
食
店
を
経
営
。
今

年
、
死
去
さ
れ
た
山
本
勝
義
前

理
事
長
の
後
任
と
し
て
新
理
事

長
に
就
任
し
た
。
全
社
連
で
は

青
森
県
組
合
・
新
理
事
長
の

金
澤
政
次
郎
氏
と
長
野
県
組

合
・
常
任
相
談
役
の
近
藤
洋

氏
が
選
任
さ
れ
た
。
金
澤
氏

　

理
事
会
当

日
の
臨
時
総

会
で
全
社
連

の
新
理
事
に

　

全
社
連
で
久
々
と
な
る
事
務

局
会
議
が
７
月
７
日
、
東
京
の

全
国
生
衛
会
館
で
行
わ
れ
、
都

道
府
県
組
合
の
事
務
局
関
係
者

な
ど
約
40
名
が
出
席
し
た
。

　

当
日
は
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
、

安
宅
修
治
副
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
厚
生
労
働
省
生
活
衛
生
課

の
経
営
環
境
調
整
専
門
官
・
山

口
己
智
一
氏
が
「
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助

金
の
活
用
」
に
つ
い
て
周
知
。

続
い
て
全
社
連
の
伊
藤
素
近
専

務
理
事
が
「
全
社
連
に
つ
い

て
」、
全
国
指
導
セ
ン
タ
ー
の

安
達
幸
男
氏
が
「
指
導
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
生
衛
組
合
の
支
援
」

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

後
半
は
全
社
連
が
11
月
に
実

施
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

「
お
も
て
な
し
の
秋
」
に
向
け

て
、
参
加
店
の
募
集
要
項
な
ど

概
要
を
説
明
。
最
後
に
町
田
宏

之
副
会
長
が
総
評
と
閉
会
の
挨

拶
を
述
べ
終
了
し
た
。

　

第
47
回
全
国
社
交
飲
食
業
代

表
者
広
島
大
会
の
式
典
は
11
月

13
日
（
月
）
午
後
２
時
30
分
か

ら
広
島
国
際
会
議
場
で
開
催
さ

れ
、
功
労
者
へ
の
表
彰
や
全
体

会
議
が
行
わ
れ
る
。

　

懇
親
会
は
午
後
５
時
30
分
か

ら
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広

島
で
開
催
さ
れ
、
恒
例
の
全
社

連
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
も
行
わ
れ

る
。
大
会
式
典
会
場
は
広
島
平

和
公
園
の
中
に
あ
り
、
懇
親
会

会
場
へ
は
徒
歩
で
移
動
で
き
る

距
離
に
あ
る
。

疑
応
答
が
行
わ

れ
た
（
４
面
に

記
事
）。

　

第
５
号
議
案

・
令
和
５
年
度

生
活
衛
生
関
係

営
業
対
策
事
業

研
修
会
の
件

は
、
９
月
12
、

13
日
の
２
日

間
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
東
京
で

「
コ
ロ
ナ
後
に

お
け
る
生
衛
業

の
課
題
と
組
合

の
組
織
基
盤
強

化
」
を
テ
ー
マ

に
研
修
会
を
開

い
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
（
２
面
に
記
事
）。

　

こ
の
中
で
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
本
来
、
全
組
合

員
に
配
布
さ
れ
る
べ
き
全
社
連

ニ
ュ
ー
ス
や
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
の
チ
ラ
シ
が
「
届
い
て
い

な
い
」
と
回
答
し
た
参
加
者
が

一
部
い
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
研
修
会
に
つ
い
て
、
一

部
理
事
か
ら
参
加
者
の
要
件
緩

和
を
求
め
る
声
が
上
が
り
、
執

行
部
と
の
間
で
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

　

第
６
号
議
案
で
は
役
員
の
慶

弔
見
舞
金
規
定
の
見
直
し
に
つ

い
て
審
議
。
弔
慰
金
の
対
象
を

役
員
本
人
の
死
亡
時
の
み
と
す

る
改
正
案
を
承
認
し
た
。

　

▼
報
告
事
項
は
３
件

　

議
案
審
議
終
了
後
の
報
告
事

項
は
３
件
に
つ
い
て
行
わ
れ

た
。
▽
10
月
20
日
の
生
活
衛
生

功
労
者
表
彰
式
で
は
全
社
連
関

係
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
で

９
名
、
中
央
会
理
事
長
表
彰
で

15
名
が
表
彰
さ
れ
る
予
定
▽
令

和
６
年
度
総
会
は
６
月
25
日
に

東
京
の
八
芳
園
で
の
開
催
を
予

定
▽
次
回
の
５
年
度
第
４
回
理

事
会
は
来
年
３
月
14
日
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
―
。
第
３
回

理
事
会
は
最
後
に
佐
々
木
副
会

長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

登
録
数
を
共
有
し
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
11
月
１
日
〜
30
日

に
実
施
。
当
選
者
に
電
子
マ
ネ

ー
ポ
イ
ン
ト
の
「
え
ら
べ
る
Ｐ

ａ
ｙ
」
が
進
呈
さ
れ
る
が
、
交

換
で
き
る
他
の
電
子
マ
ネ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
種
類
等
に
つ
い
て
質

　

第
３
回
理
事
会
は
出
席
理
事

25
名
、
委
任
状
14
通
で
過
半
数

を
満
た
し
成
立
し
た
。
司
会
は

堀
川
総
務
部
長
が
務
め
、
安
宅

副
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
中

島
会
長
が
挨
拶
。
こ
の
中
で
社

交
飲
食
業
の
景
気
回
復
へ
向
け

企
業
の
接
待
飲
食
費
の
特
例
に

言
及
。「
現
状
は
１
人
５
０
０

０
円
ま
で
の
損
金
算
入
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
も

う
少
し
引
き
上
げ
て
も
ら
う
た

め
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
国

に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

中
島
会
長
を
議
長
に
審
議
が

ス
タ
ー
ト
。
先
ず
議
事
録
署
名

人
に
原
口
副
会
長
、
砺
波
理
事

の
２
氏
を
選
任
。
続
い
て
第
２

号
議
案
・
全
国
社
交
飲
食
業
代

表
者
広
島
大
会
の
件
は
、
大
会

宣
言
（
案
）
及
び
大
会
決
議

（
案
）、
大
会
式
典
の
次
第
に

つ
い
て
審
議
し
承
認
さ
れ
た
。

　

参
加
申
し
込
み
状
況
に
つ
い

て
は
、
佐
々
木
副
会
長
（
広
島

県
理
事
長
）
が
「
ま
だ
最
終
的

な
報
告
の
な
い
県
が
あ
り
ま
す

が
、
お
よ
そ
全
国
か
ら
６
５
０

人
前
後
、
広
島
と
併
せ
て
７
０

　

全
社
連
の
令
和
５
年
度
第
３
回
理
事
会
が
10
月
３
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
東
京

の
全
国
生
衛
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
11
月
13
日
（
月
）
に
迫
っ
た
全
国
社
交

飲
食
業
代
表
者
広
島
大
会
の
件
、
役
員
承
認
の
件
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
、
令
和
５

年
度
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業
、
慶
弔
見
舞
金
規
定
な
ど
６
議
案
に
つ
い
て
審

議
し
た
結
果
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

０
人
位
に
な
り
そ
う
で
す
」
と

報
告
。
さ
ら
に
「
皆
様
を
お
迎

え
す
る
た
め
地
元
の
役
員
は
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
懇

親
会
で
は
熱
い
お
好
み
焼
き
も

振
る
舞
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

第
３
号
議
案
・
役
員
承
認
の

件
は
、
臨
時
総
会
に
切
り
替
え

別
掲
の
２
氏
が
全
社
連
理
事
と

な
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

　

ま
た
第
30
期
ブ
ロ
ッ
ク
長
及

び
各
委
員
会
担
当
副
会
長
な
ど

に
つ
い
て
、
提
案
通
り
承
認
し

た
（
２
面
に
一
覧
表
）。

　

第
４
号
議
案
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
（
お
も
て
な
し
の
秋
）

の
件
は
、
締
切
後
の
参
加
店
の

質疑応答も活発に行われた第３回理事会

挨
拶
す
る
中
島
会
長
と
副
会
長 新

役
員
や
対
策
事
業
の
件
も

令和５年度第３回理事会

全社連 全社連 事務局会議開催事務局会議開催

お
も
て
な
し
の

秋
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
登
録
店
で
11
月
に
実
施

11
月
13
日
の
開
催
迫
る

広
島
大
会
は
午

後
２
時
半
開
会

金
澤
、近
藤
の

２
氏
が
理
事
に

金
澤
氏
は
青
森
県
新
理
事
長

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
情
報
も
共
有

各
県
組
合
か
ら
40
名
が
参
加

広
島
大
会

広
島
大
会
関　関　

　

連

　

連

な
ど
６
議
案

な
ど
６
議
案
審　審　

　

議

　

議

都道府県組合の事務局員が参加

金澤政次郎氏
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症
、
物
価
高
騰

を
乗
り
越
え

る
」
と
題
し
て

講
演
。
生
衛
法

の
成
り
立
ち
や
、
生
衛
組
合
を

支
え
て
い
る
枠
組
み
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。
併
せ
て
社
交
飲
食

業
の
景
気
回
復
が
他
の
生
衛
業

よ
り
遅
れ
て
い
る
事
や
物
価
高

騰
な
ど
生
衛
業
を
取
り
巻
く
情

勢
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生

　

研
修
会
初
日
は
堀
川
重
夫
・

全
社
連
総
務
部
長
が
司
会
を
務

め
冒
頭
、
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
が

挨
拶
。「
社
交
飲
食
業
は
コ
ロ

ナ
の
５
類
移
行
後
も
非
常
に
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
苦
境
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
今

日
、
明
日
の
研
修
会
を
し
っ
か

り
受
け
、
地
元
に
帰
ら
れ
た
ら

ア
ウ
ト
の
店
を
含
め
て
研
修
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
広
め
て
、
組

織
拡
大
に
も
繋
げ
て
頂
き
た
い

で
す
」
と
述
べ
た
。

　

研
修
会
に
入
り
、
初
め
に
厚

生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局

の
諏
訪
克
之
生
活
衛
生
課
長
が

「
生
衛
組
合
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
基

調
講
演
を
行
っ
た
。

　

諏
訪
課
長
は
冒
頭
、
生
衛
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
生
活
衛
生

関
係
営
業
（
生
衛
業
）
の
概
要

や
実
態
、
課
題
と
対
応
の
方

向
、
施
策
体
系
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。
そ
の
後
、
生
衛
組
合
の

役
割
と
意
義
で
は
、
組
合
加
入

の
主
な
メ
リ
ッ
ト
を
は
じ
め
生

衛
組
合
に
よ
る
共
同
事
業
や
協

業
化
の
取
組
事
例
、
厚
生
労
働

省
の
生
衛
業
対
策
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
た
全
社
連
や
県
社

交
組
合
の
取
組
事
例
を
紹
介
。

11
月
の
生
活
衛
生
同
業
組
合
活

動
推
進
月
間
に
も
言
及
し
た
。

　

後
半
は
生
衛
業
支
援
の
三
本

柱
（
予
算
＝
補
助
金
、
融
資
、

別
貸
付
の
延
長
等
に
つ
い
て
説

明
。
税
制
の
関
係
で
は
、
他
省

庁
と
共
同
で
延
長
を
要
望
し
て

い
る
制
度
に
つ
い
て
も
言
及
。

こ
の
う
ち
中
小
企
業
投
資
促
進

税
制
は
、「
料
亭
や
社
交
の
店

は
生
衛
組
合
の
店
舗
の
み
が
対

象
で
す
」
と
述
べ
、
設
備
投
資

の
際
の
活
用
を
呼
び
掛
け
た
。

交
際
費
課
税
に
つ
い
て
は
飲
食

費
の
損
金
算
入
額
の
引
き
上
げ

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

税
制
）
に
つ
い
て
説
明
。
補
助

金
で
は
、
収
益
力
向
上
事
業
や

経
営
改
善
等
に
向
け
た
支
援
事

業
を
紹
介
す
る
と
共
に
積
極
的

な
活
用
を
促
し
た
。

　

融
資
に
つ
い
て
は
生
衛
業
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特

　

基
調
講
演
に
続
き
、
警
察
庁

生
活
安
全
局
保
安
課
の
清
水
德

泰
課
長
補
佐
（
警
視
）
が
「
風

俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
の
概

要
に
つ
い
て
講
演
。

　

令
和
４
年
の
風
俗
営
業
等
に

関
す
る
統
計
や
風
営
法
の
主
な

規
制
内
容
、
遵
法
営
業
者
へ
の

優
遇
措
置
で
あ
る
「
特
例
風
俗

営
業
者
」
の
認
定
制
度
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー
の
伊
東
明
彦
専
務
理
事

は
「
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
役

割
と
使
命
〜
コ
ロ
ナ
禍
の
後
遺

活
事
業
本
部
の
中
村
裕
一
郎
・

生
活
衛
生
融
資
部
長
は
「
生
衛

業
の
経
営
課
題
と
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
取
組
み
」
と
題
し
て

講
演
。
生
活
衛
生
貸
付
と
生
衛

組
合
、
生
衛
業
者
の
経
営
課
題

と
経
営
支
援
、
事
業
承
継
、
経

営
課
題
解
決
支
援
ツ
ー
ル
の
４

本
を
柱
に
説
明
。
経
営
課
題
で

は
、
従
業
員
の
不
足
感
の
高
ま

り
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

日
本
音
楽
著
作
権
協
会
の
露

木
孝
行
常
任
理
事
は
「
お
店
な

ど
で
音
楽
を
お
使
い
に
な
る
と

き
は
」
と
題
し
て
講
演
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
つ
い
て
、
音
楽
利

用
方
法
の
例
、
生
衛
組
合
と
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
、
そ
の
他
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
の
４
本
を
柱
に
説
明
。

特
に
カ
ラ
オ
ケ
著
作
権
管
理
等

に
関
す
る
生
衛
組
合
と
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｒ
Ａ
Ｃ
の
協
議
過
程
や
協
定
内

容
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説

し
た
。
◇
本
研
修
会
の
詳
細
は

１
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

（ＴＥＬ）

酒類メーカー アサヒビール株式会社 03-5608-5158

カラオケ機器 株式会社エクシング 03-6848-8183

酒類メーカー サントリー株式会社 03-5579-1000

たばこ事業 日本たばこ産業株式会社 03-6636-2914

カラオケ機器 株式会社第一興商 03-3280-2151

電力・ガス 株式会社ﾐﾂｳﾛｺｳﾞｪｯｾﾙ 03-3275-6316

酒類メーカー キリンビール株式会社 03-5641-2270

全
社
連
賛
助
会
員

（企業名）

委員会名

担当

ブロック長

組織・財務
委員会

法制・税務
委員会

振興事業
委員会 事業委員会

伊添副会長 福長副会長 安宅副会長 佐々木副会長

北海道ブロック
佐藤和年

岡村秀明 前田秀幸 高田寧子 川村隆夫

東北ブロック
佐藤吉昭
（福島県）

藤田将史
（宮城県）

折居真光
（岩手県）

小野　隆
（秋田県）

菊地健太郎
（山形県）

東京ブロック
岸　　久

亀島延昌 板橋榮子 片桐基次 福田孝一

関東ブロック
白石　仁
（群馬県）

大澤章一
（群馬県）

村瀬信成
（山梨県）

中野智之
（栃木県）

緒方　覚
（新潟県）

中日本ブロック
水長秀行
（滋賀県）

吉村崇志
（愛知県）

平中聖一
（三重県）

小林常広
（福井県）

楠目純之
（滋賀県）

中・四国ブロック
田中秀樹
（香川県）

笠原章史
（高知県）

河野有紀
（愛媛県）

鈴木雅子
（徳島県）

大串修二
（広島県）

九州ブロック
佐藤昭次郎
（大分県）

江藤　隆
（熊本県）

小嶋公明
（長崎県）

迎　数代
（福岡県）

入佐貫一
（宮崎県）

沖縄ブロック
下地秀光

川上直也 松本浩仙 垣花有人 小浜千代

令和５年度生活衛生関係営業対策事業・研修会

各県から約70名が参加し学ぶ各県から約70名が参加し学ぶ中堅・若手
な� ど

全社連第30期 ブロック長・委員会名簿が確定全社連第30期 ブロック長・委員会名簿が確定

「
生
衛
組
合
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
」

諏
訪
生
活
衛
生

課
長
が
基
調
講
演

厚生労働省

警
察
庁
保
安
課
、全
国
指
導
セ
ン
タ
ー
、�

日
本
公
庫
、Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
４
氏
も
講
演

を
示
し
「
特
に
２
０
０
人
以
下
の
県

組
合
で
は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
加

入
を
呼
び
掛
け
て
下
さ
い
。
少
な
く

と
も
全
体
で
２
万
人
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。
地
元
の
北
海

道
組
合
で
は
４
月
に
根
室
支
部
が
発

足
し
た
こ
と
も
紹
介
し
た
。

　
▼
最
後
に
意
見
交
換
会

　

最
後
に
参
加
者
と
全
社
連
役
員
の

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
初
め
に

全
社
連
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
に
つ

い
て
伊
藤
素
近
専
務
理
事
と
の
間
で

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
県

ご
と
の
会
員
増
強
や
イ
ベ
ン
ト
等
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
参
加
者
が
報

告
。
最
後
に
町
田
宏
之
副
会
長
が
全

社
連
を
代
表
し
て
意
見
を
述
べ
た
。

　

参
加
者
に
は
終
了
後
、
修
了
証
と

記
念
バ
ッ
ジ
が
贈
ら
れ
た
。
な
お
１

日
目
の
夜
に
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　

２
日
目
は
初
め

に
全
社
連
・
基
盤

強
化
対
策
チ
ー
ム

の
安
宅
修
治
チ
ー

ム
長
（
全
社
連
副

会
長
）
が
「
組
織
拡
大
と
基
盤
強
化

に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
。
全
社
連

の
会
員
数
（
約
１
万
８
０
０
０
人
）

参加者との意見交換会も実施 キャンペーン事業などで質疑応答

諏訪克之氏

諏訪氏の基調講演を集中して聴く参加者

　

９
月
12
、
13
日
の
２
日
間
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
全

社
連
の
令
和
５
年
度
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策
事
業
研
修

会
が
開
か
れ
た
。
今
回
の
研
修
会
に
は
31
都
道
府
県
社
交

組
合
の
中
堅
・
若
手
幹
部
な
ど
全
国
か
ら
71
名
が
参
加
。

厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局
の
諏
訪
克
之
生
活
衛
生

課
長
の
基
調
講
演
を
は
じ
め
全
社
連
の
安
宅
修
治
副
会
長

を
含
む
計
６
氏
の
講
演
を
聴
講
。
意
見
交
換
会
や
懇
親
会

も
行
わ
れ
、
有
意
義
な
２
日
間
を
過
ご
し
た
。

　10月３日に開催された全社連の令和５年度第３回理事
会で、第30期ブロック長及び各委員会の担当副会長、メ
ンバーが決定した。委員会メンバーは特別代議員や代議
員から選ばれている。詳細は下の表の通り（敬称略）。

２日目 安宅副会長が組織拡大基盤強化へ講演
意
見
交
換
会
で
発
言
す
る
参
加
者

安宅修治氏

「
コ
ロ
ナ
後
に
お
け
る
生
衛
業
の
課
題
と
組
合
の
組
織
基
盤
強
化
」テ
ー
マ
に
開
催

「
コ
ロ
ナ
後
に
お
け
る
生
衛
業
の
課
題
と
組
合
の
組
織
基
盤
強
化
」テ
ー
マ
に
開
催
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第
21
回
全
社
連
暴
力
団
等
排
除
対
策
協
議
会
（
全
暴
協
）
が
９
月
14
日
午
後
、
東
京

の
全
国
生
衛
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
警
察
庁
刑
事
局
組
織
犯
罪
対
策
部
組
織
犯
罪
対
策

第
一
課
課
長
補
佐
の
服
部
秀
生
警
視
、
同
課
係
長
の
髙
橋
雄
亮
警
部
を
招
き
、
全
社
連

か
ら
は
12
名
が
出
席
。
警
察
庁
か
ら
の
情
報
提
供
の
後
、
出
席
者
に
よ
る
暴
排
等
の
取

り
組
み
の
報
告
や
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

警察庁から２氏迎えて第21回全社連暴力団等排除対策協議会警察庁から２氏迎えて第21回全社連暴力団等排除対策協議会

左から警察庁の髙橋警部、服部警視、福長幹事長、中島会長

　

全
社
連
の
出
席
者
は
全
暴
協

の
中
島
ヒ
ロ
子
会
長
（
熊
本
）、

福
長
德
治
幹
事
長
（
大
阪
）

と
、
町
田
宏
之
（
新
潟
）、
伊

藤
素
近
（
三
重
）、
梅
村
光
男

（
石
川
）、
多
田
晃
弘
（
愛

媛
）、
柳
本
真
吾
（
徳
島
）、
佐

藤
昭
次
郎
（
大
分
）、
齊
藤
義

雅
（
青
森
）、
佐
久
間
武
（
宮

城
）、
近
藤
洋
（
長
野
）、
鈴
木

忠
良
（
神
奈
川
）
の
10
氏
。
冒

頭
で
中
島
会
長
が
「
今
回
は
ほ

と
ん
ど
が
初
め
て
出
席
の
方
。

最
後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
。
服
部
警
視
、

福
長
幹
事
長
の
挨
拶
の
後
、
議

事
に
入
っ
た
。

　

初
め
に
服
部
警
視
が
暴
力
団

情
勢
に
つ
い
て
講
話
し
た
。

　

全
国
の
暴
力
団
構
成
員
と
準

構
成
員
等
の
数
は
令
和
４
年
末

暴
力
団
の
資
金
源
は
未
だ
に
み

か
じ
め
料
な
ど
が
大
き
く
、
昨

年
の
暴
対
法
に
よ
る
中
止
命
令

は
、
不
当
贈
与
要
求
３
６
１

件
、
み
か
じ
め
料
37
件
、
用
心

棒
料
等
１
２
４
件
。
服
部
警
視

は
「
み
か
じ
め
料
や
用
心
棒

料
、
寄
付
金
、
賛
助
金
等
の
不

当
要
求
行
為
は
定
期
的
に
行
わ

れ
、
暴
力
団
の
安
定
的
な
収
入

に
な
っ
て
い
る
。
資
金
源
対
策

と
し
て
こ
れ
を
止
め
る
こ
と
は

大
き
な
効
果
が
あ
る
」。「
19
都

道
府
県
で
は
暴
排
条
例
を
改
正

し
、
特
定
の
繁
華
街
を
暴
力
団

排
除
特
別
強
化
地
域
に
指
定
。

当
該
地
域
で
営
業
し
暴
力
団
に

み
か
じ
め
料
な
ど
を
払
っ
た
風

俗
営
業
等
の
特
定
事
業
者
に
も

罰
則
が
あ
る
。
地
元
の
条
例
に

特
区
の
指
定
が
あ
る
か
確
認
し

て
頂
け
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　

出
席
者
に
よ
る
各
県
の
暴
排

等
の
取
り
組
み
の
報
告
で
は
、

複
数
の
県
か
ら
、
み
か
じ
め
料

等
の
縁
切
り
同
盟
に
関
す
る
報

告
が
あ
っ
た
。「
同
盟
へ
の
加
盟

店
が
増
え
、
効
果
を
上
げ
て
い

る
」と
の
声
が
あ
っ
た
一
方
で
、

同
盟
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め

社
交
組
合
が
主
体
的
に
関
わ
り

組
織
を
再
構
築
し
て
い
る
県
や

同
盟
の
立
ち
上
げ
を
準
備
し
て

い
る
県
が
状
況
を
話
し
た
。

　

店
頭
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
の
暴

力
団
対
策
に
不
満
を
も
つ
一
部

の
会
員
店
が
い
て
、
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
客
引
き
に
関
す

る
報
告
も
複
数
あ
り
「
客
引
き

が
他
の
地
域
か
ら
来
て
い
る
。

条
例
に
よ
っ
て
客
引
き
が
地
下

に
潜
り
実
態
が
分
か
り
づ
ら
く

な
っ
た
」、「
客
引
き
か
ら
暴
力

団
へ
の
金
の
流
れ
が
あ
る
。
資

金
源
を
断
つ
意
味
で
も
客
引
き

を
立
た
せ
な
い
よ
う
な
法
律
が

必
要
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

  

最
後
に
福
長
幹
事
長
が
「
警

察
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
頂
き
な

が
ら
今
後
一
層
、
一
致
団
結
し

て
全
暴
協
の
活
動
に
取
り
組
み

た
い
」
と
述
べ
、
閉
会
し
た
。

現
在
で
約
２
万

２
４
０
０
人
。

４
年
の
暴
力
団

構
成
員
等
の
検

挙
人
員
は
９
９

０
３
人
で
、
３

割
は
伝
統
的
資

金
獲
得
犯
罪

（
覚
醒
剤
、
恐

喝
、
賭
博
）。

資
金
獲
得
活
動

に
特
殊
詐
欺
を

は
じ
め
と
す
る

詐
欺
が
定
着
化

し
て
い
る
状
況

が
伺
え
る
。

　

暴
排
条
例
に

基
づ
く
勧
告
は

昨
年
、
38
件
あ

っ
た
。

　

繁
華
街
で
の

「
縁
切
り
同
盟
」の
報
告
も

「
縁
切
り
同
盟
」の
報
告
も

各
県
各
県  

か
ら
か
ら

暴 対 法 に よ る
昨年の中止命令 用心棒料等124件と依然多く

⑦
高
知
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

都
道
府
県
組
合
に

都
道
府
県
組
合
に

フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

事
務
局
日
誌

事
務
局
日
誌

３回理事会に向けて開催
第４回正副会長会議

　

全
社
連
の
令
和
５
年
度
第
４

回
正
副
会
長
会
議
は
、
９
月
13

日
の
生
活
衛
生
関
係
営
業
対
策

事
業
研
修
会
終
了
後
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
東
京
内
で
開
催
さ
れ
、

代
表
者
広
島
大
会
の
件
、
ブ
ロ

ッ
ク
長
を
含
む
役
員
推
薦
の

件
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

当
日
は
生
活
衛
生
関
係
営
業

対
策
事
業
検
討
会
も
行
わ
れ
、

同
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
２
日
間

に
わ
た
っ
て
行
っ
た
研
修
会
の

振
り
返
り
な
ど
を
行
っ
た
。

　

７
月
７
日　

中
島
会
長
新
任

挨
拶
回
り
。
会
長
・
伊
藤
専
務

理
事
・
田
中
事
務
局
員
▽
事
務

局
会
議
（
１
面
記
事
参
照
）。

　

７
月
18
日　

厚
生
労
働
省
説

明
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）。
田
中

事
務
局
員
。

　

７
月
20
日　

全
国
指
導
セ
ン

タ
ー
事
務
局
会
議
。
田
中
事
務

局
員
▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
打

合
せ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
Ｓ
Ｍ
Ｅ

社
・
ギ
フ
テ
ィ
社
・
伊
藤
専
務

理
事
・
田
中
事
務
局
員
。
※
８

正
副
会
長
と

執
行
部
（
専

務
理
事
、
総

務
部
長
、
経

理
部
長
）
が

出
席
し
た
。

　

第
４
回
理

事
会
に
向
け

た
会
議
と
な

り
、
中
島
会

長
の
挨
拶
に

続
き
、
全
国

社
交
飲
食
業

熊
本
で
盛
大
に
祝
賀
会

熊
本
で
盛
大
に
祝
賀
会

協議会には12県の理事長・役員が出席

祝
賀
会
の
乾
杯
を
前
に
中
島
会
長（
左
寄
り
）な
ど

中島氏の全社連会長就任を祝う
　中島ヒロ子氏の全社連会長就任を祝
う祝賀会が９月30日、地元のホテル日
航熊本で盛大に開かれ、政財界などか
ら300名超が出席。全社連からも副会
長や執行部の役員、九州各県の組合理
事長などが出席し全社連初の女性会長
誕生を祝った。
　冒頭に発起人代表の福長德治・全社
連副会長が挨拶。来賓では木原稔防衛
大臣などが祝辞を述べ、中島氏の謝辞の際に
はひと際、大きな拍手が送られた。

　

高
知
県
社
交
飲
食
業
組
合
は

来
年
の
全
国
社
交
飲
食
業
代
表

者
大
会
の
開
催
地
に
立
候
補
し

内
定
を
受
け
て
い
る
。

　

立
候
補
し
た
理
由
に
つ
い
て

堀
川
重
夫
理
事
長
（
60
、
全
社

連
総
務
部
長
）
は
「
昨
年
の
沖

縄
大
会
に
参
加
し
た
若
い
役
員

か
ら
『
高
知
で
も
や
っ
て
み
た

い
』
と
の
声
が
上
が
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
近
年
20
〜

40
代
の
若
い
役
員
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
全
国
大
会
を
や
る
こ

と
で
組
合
の
重

要
さ
が
実
感
で

き
ま
す
。
前
回

（
２
０
１
４

年
）
の
高
知
大
会
の
経
験
者
も

お
り
立
候
補
に
至
り
ま
し
た
」

と
話
す
。

　

同
組
合
の
全
社
連
登
録
人
数

は
１
２
３
人
。「
コ
ロ
ナ
前
か

ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
組
織
拡
大
は
色
ん
な
方
向

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
特

に
近
年
は
地
域
貢
献
活
動
を
通

し
た
組
合
の
ア
ピ
ー
ル
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
」（
同
）。
一
昨

年
度
に
は
全
社
連
を
通
し
厚
生

労
働
省
の
補
助
金
を
活
用
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
で
高
知
市

繁
華
街
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

し
配
布
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
「
組
合
の
知
名

度
が
上
が
っ
た
」
と
言
う
。

　

同
組
合
は
毎
年
２
回
（
３

月
、
11
月
）
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
た
人
が
５
店
舗
を
回
り

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
・
一
品
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。「
毎
回

約
１
０
０
０
人
の
方
が
参
加
し

て
く
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
５
類

移
行
後
も
社
交
飲
食
店
は
厳
し

い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
企
画

を
続
け
る
こ
と

で
夜
の
街
を
楽
し
く
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
す
。
全
社
連

が
11
月
に
実
施
す
る
「
お
も
て

な
し
の
秋
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
へ

の
期
待
も
高
く
、
１
２
０
店
近

い
組
合
加
盟
店
が
登
録
し
た
。

来
年
の
全
国
大
会
に
立
候
補

「
地
域
貢
献
活
動
」で
組
合
ア
ピ
ー
ル

月
９
日
・
23
日
、
９
月
15
日
・

29
日
に
も
開
催
。

　

７
月
26
日　

第
１
回
生
活
衛

生
関
係
営
業
対
策
事
業
検
討
会

▽
第
３
回
正
副
会
長
会
議
。
正

副
会
長
、
執
行
部
三
役
。

　

７
月
27
日　

Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｃ
総

会
。
中
島
会
長
・
町
田
副
会
長

・
伊
藤
専
務
理
事
。 

　

７
月
30
日　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

理
事
長
会
議
（
福
岡
市
）。
町

田
副
会
長
。

　

９
月
４
日　

生
衛
業
デ
ジ
タ

ル
化
第
２
回
検
討
会
。
伊
藤
専

務
理
事
▽
研
修
会
打
合
せ
。
伊

藤
専
務
理
事
・
田
中
事
務
局

員
。　
　

　

９
月
12
日　

執
行
部
会
。
会

長
、
専
務
理
事
、
総
務
部
長
、

経
理
部
長
▽
生
活
衛
生
関
係
営

業
対
策
事
業
研
修
会
（
１
日

目
）。 

　

９
月
13
日　

前
同
研
修
会

（
２
日
目
） 

▽
第
２
回
生
活
衛

生
関
係
営
業
対
策
事
業
検
討
会

▽
第
４
回
正
副
会
長
会
議
。

　

９
月
14
日　

第
21
回
全
暴
協

会
議
。

　

10
月
３
日　

執
行
部
会
▽
第

３
回
理
事
会
（
１
面
参
照
）。

　

10
月
10
日　

第
１
回
カ
ラ
オ

ケ
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
等
演
奏
関
係
団
体

連
絡
協
議
会
。
伊
藤
専
務
理

事
。

　

10
月
11
日　

技
能
実
習
制
度

（
外
食
）
に
関
す
る
意
見
交
換

会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）。
伊
藤
専

務
理
事
。

　

10
月
12
日　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
。

堀川理事長
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全
社
連
、
全

飲
連
、（
一
社
）

カ
ラ
オ
ケ
使
用

者
連
盟
が
昨

年
、
設
立
し
た

カ
ラ
オ
ケ
利
用

団
体
協
議
会

（
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｃ
、

森
川
進
会
長
）。

令
和
５
年
度
総

な
ス
マ
ホ
決

済
サ
ー
ビ
ス

の
ポ
イ
ン
ト

を
自
由
に
選

　

日
本
政
策
金

融
公
庫
の
生
活

衛
生
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
特

別
貸
付
、
新
型

コ
ロ
ナ
関
連
の

衛
経
（
改
善
貸

付
）
な
ど
は
申

込
期
限
が
来
年

３
月
31
日
ま
で

に
半
年
間
、
延

長
さ
れ
た
。
変

更
前
は
今
年
９

月
末
で
終
了
の

予
定
だ
っ
た
。

延
長
は
全
社
連

な
ど
生
衛
団
体

の
要
望
に
沿
っ

会
が
７
月
27
日
、
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
全
社
連
か

ら
は
中
島
会
長
（
Ｋ

Ｕ
Ｇ
Ｃ
副
会
長
）、町

田
副
会
長
（
同
理

事
）、
伊
藤
専
務
理

た
対
応
。

　

制
度
は
延
長

さ
れ
た
が
借
入

当
初
の
３
年

間
、
受
け
ら
れ

　

全
社
連
は
11
月
を
全
国
社
交
飲
食
業
強
化
月
間
と
位
置
付
け
７
月
か
ら
募
集
し
た
希
望
組
合

加
盟
店
を
対
象
に
「
お
も
て
な
し
の
秋
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。
参
加
店
の
お
客
様

が
、
電
子
マ
ネ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
当
た
る
抽
選
に
参
加
で
き
る
企
画
。
全
国
の
約
３
０
０
０
店
が

参
加
予
定
。
10
月
10
日
過
ぎ
に
は
参
加
店
用
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ッ
ト
を
各
組
合
傘
下
の
支
部

に
発
送
。
報
道
機
関
等
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
い
、
公
式
サ
イ
ト
も
開
設
す
る
な
ど
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
気
運
醸
成
に
努
め
て
い
る
（
以
下
の
記
事
は
登
録
し
た
参
加
店
向
け
で
す
）。

事
（
同
監
事
）
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
４
年
度
の
事
業
報

告
、収
支
決
算
報
告
、５
年
度
の

事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
を
審

議
。
懇
親
会
で
は
全
社
連
の
中

島
会
長
も
挨
拶
。
文
化
庁
著
作

権
課
の
渡
邉
浩
人
・
著
作
物
流

通
推
進
室
長
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ

の
増
田
裕
一
常
務
理
事
な
ど
来

賓
を
交
え
て
親
睦
を
図
っ
た
。

べ
る
ギ
フ
ト
。
ポ
イ
ン
ト
内
で

「
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
Ｐ
ａ
ｙ
」、「
Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
」、

「
Ｐ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ポ
イ
ン
ト
」、

「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ポ
イ
ン
ト
」、

「
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
Ｐ
ａ
ｙ
ギ
フ
ト
」、

「
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
と
自
由
に
交

換
で
き
る
（
ポ
イ
ン
ト
交
換
期

限
は
２
０
２
４
年
２
月
29
日
）。

　

抽
選
時
に
前
記
の
ギ
フ
ト
ア

プ
リ
を
お
持
ち
で
な
い
方
（
決

済
サ
ー
ビ
ス
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の

な
い
方
）
も
利
用
可
能
。
そ
の

場
合
は
期
限
内
に
ギ
フ
ト
と
交

換
す
る
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
（
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
）

し
、
ポ
イ
ン
ト
を
交
換
す
る
。

ご
不
明
点
等
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
公
式
サ
イ
ト
（
左
上
の
二
次

元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か

http://campaign-zensyaren.
com/

へ
ア
ク
セ
ス
）
を
確
認

頂
く
か
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
□
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
お

問
い
合
せ
先
＝Mail:info@sm-

entertainment.jp

／
☎
03
―
６

４
５
５
―
０
３
０
７
（
平
日
13

時
〜
17
時
）

用
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
を
見
せ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
説
明
を
す
る
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
キ
ッ
ト
は
組
合
の
支
部

か
ら
届
く
。

　

（
お
客
様
）
❹
会
計
時
、

「
抽
選
用
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
の
二
次
元

コ
ー
ド
（
店
ご
と
に
異
な
る
）

を
ス
マ
ホ
で
読
み
込
み
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
認
証
を
行
う
❺
表
示
さ
れ
る

案
内
に
従
い
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
❻
抽
選
ボ
タ
ン
を
押

し
抽
選
に
参
加
❼
そ
の
場
で
結

果
が
わ
か
り
当
選
の
場
合
「
え

ら
べ
る
Ｐ
ａ
ｙ
」
の
電
子
マ
ネ

ー
ポ
イ
ン
ト
が
受
け
取
れ
る
。

　

※
え
ら
べ
る
Ｐ
ａ
ｙ
は
様
々

る
金
利
優
遇
の
引
き
下
げ
幅
は

縮
小
さ
れ
た
。
従
来
は
規
定
の

利
率
か
ら
０
・
９
％
の
引
き
下

げ
だ
っ
た
が
０
・
５
％
の
引
き

下
げ
に
変
わ
っ
た
。

　

公
庫
の
支
店
に
お
い
て
、
10

月
１
日
以
降
の
申
込
受
付
分
か

ら
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

両
制
度
と
も
一
定
期
間
の
比

較
に
よ
る
売
上
減
少
要
件
（
５

％
以
上
）
に
該
当
す
る
場
合
又

は
「
債
務
負
担
が
重
く
な
っ
て

い
る
方
」
が
貸
付
対
象
に
な

る
。
後
者
の
要
件
の
詳
細
は
お

近
く
の
日
本
公
庫
の
支
店
に
お

問
い
合
わ
せ
を
。

　

両
制
度
の
う
ち
、
コ
ロ
ナ
関

連
の
衛
経
（
改
善
貸
付
）
は
小

規
模
組
合
員
向
け
の
制
度
。
衛

経
の
金
利
（
特
利
Ｆ
）
は
10
月

２
日
現
在
１
・
２
％
。
こ
れ
を

例
に
す
る
と
、
金
利
が
優
遇
さ

れ
る
当
初
３
年
間
の
利
率
は
０

・
７
％
と
な
る
。

　

他
に
新
型
コ
ロ
ナ
資
本
性
劣

後
ロ
ー
ン
の
取
り
扱
い
な
ど
も

令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に
延
長

さ
れ
た
。

　

「
お
も
て
な
し
の
秋
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
は
来
店
さ
れ
た
お
客

様
が
会
計
時
に
抽
選
を
行
い
、

１
０
０
０
０
円
、
５
０
０
０

円
、
１
０
０
０
円
の
電
子
マ
ネ

ー
ポ
イ
ン
ト
（
総
額
６
０
０
万

円
分
）
が
当
た
る
デ
ジ
タ
ル
ギ

フ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
国
内
在

住
の
お
客
様
な
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
、
何
度
で
も
抽
選
に

参
加
で
き
る
が
、
同
一
店
舗
で

の
抽
選
は
１
日
１
回
の
み
。

　

□
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
＝
11

月
１
日
（
水
）
午
前
零
時
〜
11

月
30
日
（
木
）
23
時
59
分

　

□
実
施
の
流
れ
＝
（
店
舗
）

❶
お
客
様
来
店
時
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
中
の
簡
易
告
知
を

す
る
❷
飲
食
を
お
楽
し
み
頂
く

❸
会
計
時
、
お
客
様
に
「
抽
選

生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付
融資限度額 返済期間（うち据置期間）

設備資金
8,000万円（別枠） 20年以内（５年以内）

運転資金

新型コロナ関連の衛経（生活衛生改善貸付）
融資限度額 返済期間（うち据置期間）

設備資金
1,000万円（別枠） 20年以内（５年以内）

運転資金

いずれも貸付要件あり。衛経（改善貸付）は小規模組合員向け。

お
客
様
が

抽
選
に
参
加

企
画

電
子
マ
ネ
ー

当

た

る

で　
き

　
　
る

抽選用ＰＯＰと公式サイトの
二次元コード（左下）

挨拶する中島会長

全社連から３名が出席
KUGＣが総会を開催

日本公庫

来
年
３
月
末
ま
で
延
長

優
遇
利
幅

は
縮
小

当
初
３
年
）

（

コ
ロ
ナ
貸
付
・
衛
経

全国社交飲食業強化月間「おもてなしの秋」

全国から登録の約3,000組合加盟店で
11月１日〜30日にキャンペーン実施11月１日〜30日にキャンペーン実施

日本政策金融公庫　国民生活事業（生活衛生貸付）　主要利率一覧表

※　使途、返済期間、担保の有無などによって異なる利率が適用されます。

（組合）
融資の種類 利率（注１）

一
　
般
　
貸
　
付

設
備
資
金

下記以外の設備資金 基準利率 1.10～3.20％

特定の設備 特別利率Ｃ 0.55～2.30％
運
転
資
金
共同購入運転資金 基準利率 1.10～2.40％

振
興
事
業
貸
付

設
備
資
金

振興事業施設のうち特定設備 特別利率Ｃ 0.55～2.30％

振興事業施設のうち特定設備以外のもの 基準利率 1.10～3.20％
運
転
資
金

振興計画に従って営業を営むのに必要な資金 基準利率 1.10～2.50％

共同購入運転資金 基準利率 1.10～2.50％

利率改定のご案内

このたび、当公庫の貸付利率が改定され令和５年10月2日以降の新規貸付
契約分から適用されることとなりましたので、ご案内申し上げます。

㈱日本政策金融公庫国民生活事業本部生活衛生融資部

〒100－0004東京都千代田区大手町1－9－4大手町フィナンシャルシティノースタワー

Tel03－3270－1651　　生活衛生融資部生活衛生企画グループ

ホームページアドレス　https://www.jfc.go.jp/

（会社及び個人）� (適用日：令和５年10月２日・年利：％）
融資の種類 利率（注１）

一
　
般
　
貸
　
付

設
備
資
金

下記以外の設備資金 基準利率 1.10～3.50％

省エネルギー設備 特別利率Ａ 0.70～2.50％
特別利率Ｂ 0.60～2.55％

衛生設備 特別利率Ｃ 0.55～2.00％
観光にかかる生産性向上の取組みを行うのに必要な資金 特別利率Ａ 0.70～3.10％
訪日外国人旅行者対応に必要な資金 特別利率Ｂ 0.60～2.85％

特
例
貸
付

福祉増進資金
防災・環境対策資金

基準利率 1.10～3.20％
特別利率Ｂ 0.60～2.55％
特別利率Ｃ 0.55～2.00％

生活衛生新企業育成資金（注２、３）

基準利率 1.10～3.20％
特別利率Ａ 0.70～2.80％
特別利率Ｂ 0.60～2.55％
特別利率Ｃ 0.55～2.30％

生活衛生事業承継・集約・活性化支援資金
基準利率 1.10～3.20％
特別利率Ａ 0.70～2.80％
特別利率Ｂ 0.60～2.55％

一般公衆浴場施設・設備 特別利率Ｅ 0.55～2.10％

振
　
興
　
事
　
業
　
貸
　
付

設
備
資
金

振興事業施設のうち特定設備（注４） 特別利率Ｃ 0.55～2.30％

省エネルギー設備 特別利率Ａ 0.70～2.80％
特別利率Ｂ 0.60～2.55％

衛生設備（注４） 特別利率Ｃ 0.55～2.30％
観光にかかる生産性向上の取組みを行うのに必要な資金 特別利率Ａ 0.70～2.80％
訪日外国人旅行者対応に必要な資金 特別利率Ｊ 0.40～2.45％
振興事業施設のうち上記以外のもの 基準利率 1.10～3.20％
福祉増進資金（注４）
防災・環境対策資金

特別利率Ｂ 0.60～2.55％
特別利率Ｃ 0.55～2.30％

生活衛生新企業育成資金（注２、３、４）
生活衛生事業承継・集約・活性化支援資金（注４）

基準利率 1.10～3.20％
特別利率Ａ 0.70～2.80％
特別利率Ｂ 0.60～2.55％
特別利率Ｃ 0.55～2.30％

運
転
資
金

振興計画に従って営業を営むのに必要な資金（注４） 基準利率 1.10～2.50％
標準営業約款登録営業者にかかる資金（注４） 特別利率Ａ 0.70～2.10％
キャッシュレス決済対応に必要な資金 特別利率A 0.70～2.10％
観光にかかる生産性向上の取組みを行うのに必要な資金 特別利率Ａ 0.70～2.10％
訪日外国人旅行者対応に必要な資金 特別利率Ｂ 0.60～1.85％

特
例
貸
付

生活衛生新企業育成資金（注３、４）

基準利率 1.10～2.50％
特別利率Ａ 0.70～2.10％
特別利率Ｂ 0.60～1.85％
特別利率Ｃ 0.55～1.60％

生活衛生事業承継・集約・活性化支援資金（注４）
基準利率 1.10～2.60％
特別利率Ａ 0.70～2.10％
特別利率Ｂ 0.60～1.85％

防災・環境対策資金 基準利率 1.10～2.20％
特別利率Ａ 0.70～1.80％

生活衛生セーフティネット貸付 基準利率 1.10～2.30％
特別利率Q 0.70～1.90％

生活衛生企業再生貸付 特別利率Ａ 0.70～2.50％
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（注５） 特別利率Ｆ 1.20％
災害貸付 基準利率（注６） 1.20～2.30％
東日本大震災復興特別貸付
〔震災直接被害関連・震災間接被害関連〕（注７） 1.20～2.30％（当初３年間最大−1.4％）

東日本大震災復興特別貸付
〔震災セーフティネット関連〕

基準利率 1.10～2.30％
特別利率R 0.90～2.10％
特別利率Ｎ 0.80～2.00％
特別利率U 0.60～1.80％

令和２年７月豪雨特別貸付〔直接被害者・間接被害者〕（注７） 1.20～2.30％（直接被害者：当初３年間−0.9％）
令和２年７月豪雨特別貸付〔セーフティネット関連〕 基準利率 1.10～2.70％
新型コロナウイルス感染症特別貸付 1.20～2.00％（当初３年間−0.5％）
新型コロナウイルス感染症対策挑戦支援資本強化特別貸付（注８） 0.50～2.95％（当初３年間は0.50％）
挑戦支援資本強化特別貸付（注９） 0.50～4.65％

衛生環境激変特別貸付
基準利率 1.10～3.00％
　特別利率Ｃ 0.55～2.10％

（注1）�貸付利率は金融情勢によって変動しますので、 適用利率（固定） は、 記載されている利率とは異なる場合が

あります。

（注2）�他に、東日本大震災にかかる拡充措置（被災者創業・被災地創業）がございます。

（注3）�他に、創業後目標達成型金利がございます。詳しくは、支店の窓口までお問い合わせください。

（注4）�生活衛生同業組合等から、 一定の会計書類を準備していることの確認及び事業計画の確認を受けた方が振興

事業を行うための設備資金及び運転資金については、 通常適用される利率より 0.15％（生産性向上に資する

計画に基づく取組みを行う方が必要とする資金については、適用される利率より 0.30%）低い利率でご利用

いただけます（一部、ご利用いただけない場合がございます。）。

（注５）�他に、東日本大震災、新型コロナウイルス感染症及び令和2年7月豪雨に伴う拡充措置がございます。

（注6）�適用する貸付制度に定める貸付利率が、基準利率以外の場合は、当該貸付利率が適用されます。特災貸付に

該当する場合は、貸付後3年間、基準利率より 0.9％低い利率でご利用いただけます。なお、貸付利率の下

限は、0.05％になります。

（注7）�適用する貸付制度に定める貸付条件が、東日本大震災復興特別貸付及び令和2年7月豪雨特別貸付に掲げる

条件より有利である場合は、当該貸付条件が適用されます。なお、貸付利率の下限は、0.05％になります。

（注8）�貸付後1年ごとに、直近決算の業績に応じて、2区分の利率が適用されます（貸付後3年間の利率は 0.50％

となります。）。

（注9）�貸付後1年ごとに、直近決算の業績に応じて、2区分の利率が適用されます。

＊1　�創業支援貸付利率特例制度を適用する場合は、 通常適用される利率より0.65％（雇用の拡大を図る場合は

0.90%）低い利率でご利用いただけます。

＊2　�設備資金貸付利率特例制度（全国版）を適用する場合は、通常適用される利率より貸付後2年間 0.50%低い利

率でご利用いただけます。

＊3　�設備資金貸付利率特例制度（東日本版）を適用する場合は、通常適用される利率より全期間0.50％低い利率で

ご利用いただけます。


